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要 旨（アピールポイント） 

マグロ延縄漁業では，マグロやカジキなどの対象魚種以外に，海鳥が釣獲される混獲されることを 

海鳥混獲といい，生物環境保全の見地からが問題になっている。これは，餌のついた釣針が海面に投 

入されてから沈降するまでの間に海鳥が捕食し，死亡する事例である。これを解決するには，餌のつ 

いた釣針を，海鳥の潜水深度より深い推進に釣針を放出できれば，海鳥混獲は著しく防止することが 

できよう。このことから，餌のついた釣針を水深3メートル前後に直接放出する装置，すなわち水中投 

縄機を構築した。今後，本装置の不具合点を解決するとともに，周辺機器，たとえば自動給餌装置な 

どの構築する予定である。 

特記欄




